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西条市には3本の活断層があることや、南海ト
ラフ地震による死者想定数が愛媛県内で一番多
いことなど、なかなか重いお話しをしました。

防災には様々な考え方があると思いますが、
地域の地質、地形的な特徴を知り、どのような
対策を行うのか、考えることが大切だと思いま
す。

断層による地震も液状化も、発生時に避難す
る余裕はないため、住宅の耐震対策、家具の固
定などが大切になります。

■ マダニに注意 ■ 笹ケ峰の防鹿ネット

HPはこちらから
自然観察会・体験教室情報など

■ 7月の活動

■中央公民館で講演

笹ケ峰のもみじ谷に2022年から防鹿ネットを
設置しています。もみじ谷には、オオイタヤメ
イゲツという希少なカエデがあり、この木を守
るためにネットを設置しました。

シカ、イノシシの生息拡大によるのでしょう
か、近年、マダニを見る機会が多い気がします。

今夏も早々にわき腹を咬まれてしまいました。
東予地方からはSFTS（重症熱性血小板減少症候
群）が確認されていないとはいえ、赤斑熱など
いろいろなウィルスを持っているので、気持ち
の良いものではありません。

足元に虫よけを使ったり、ズボンの裾を靴下
の中に入れるなど、日ごろから対策はしていま
すが、特に多いマダニの多いスポットがあるよ
うです。そのような場所では、長靴でもどんど
ん上がって来るので、ガムテープを逆に巻き付
け、上がって来られないようにします。

冬に捕獲したシカにもたくさんのマダニが着
いており、四国では一年中活動しているのだと
思います。皆さんも対策をぬかりなく。（山）

7.1-2 圃場整備関係調査
7.5    中央公民館講演
7.7    なすび平防鹿ネット補修
7.8-11 草木染教室
7.16   クラレで講話
7.29-20 メジロ調査
7.22-23  水生生物調査
7.24     阿島河口調査
7.25     加茂川水生生物教室
7.26     松前町こども環境教室
7.27-28  四国カルスト哺乳類調査
7.30     笹ケ峰防鹿ネット補修

フタトゲチマダニ

吸血前 ３㎜
吸血後 10㎜

西条市中央公民館より
依頼をいただき、西条の
活断層と液状化のお話し
をさせていただきました。

周囲にシカは多く、ネットの
外はほぼ、シカの食べないシコ
クブシ（トリカブトの仲間）の
みが生えている状況です。
今回、登山者の方から、ネッ

トが倒れているとの連絡をいた
だき、確認と補修を行いました。
（山）

とりあえず、どうすれば
生き残れるかを優先して考
えることが大切だと思いま
す。（山）

家具の転倒防止対策を
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■ 夜の学校のご案内

毎月１回、水曜日の19時～20時に西条市図書
館２階会議室にて、生きものや自然に関するお
話し会を開催しています。お申し込みなしで参
加いただけます。

開催後、動画の配信も行っていますので、当
日参加出来なかった方はHPから動画をご覧くだ
さい。（翌月の夜学の日まで視聴可能）

第247回 8月20日 ため池のお話し
渡部哲史さん（九州大学）

第248回 9月17日
第249回 10月8日
第250回 11月5日
第251回 12月17日
第252回 R8 1月21日
第253回 R8 2月11日

■珍蜘蛛、サカグチトリノフンダマシ見つかる！ 7.18

第3週ではないのでご注意を

事務所（西条市中奥）近くの谷沿いの道を歩いていた
ら、私のヒザの高さあたりに何やらフワフワ動くものが。
オレンジ色のそれは微風に揺られるように移動している
が一体何だろう？

「何かおるよ、これ、これ」と声をかけると、隣にいた
理事長が手にしたノートでひょいと掬い取り、見ると
「トリノフンダマシの仲間じゃないか？」と言うので事
務所に戻り図鑑で調べてみたら・・・。

よく似た種類もいるのですが、体の色や背の模様のパ
ターンがどう見てもサカグチトリノフンダマシ。加えて、
ナゲナワグモ科※の掲載種の中で「渓流沿い」という言
葉が出てくるのが本種だけなので間違いないと確信。

文一総合出版「日本のクモ」

サカグチトリノフンダマシ 7㎜

更に、「現在までの採集記録が10回前後の希少種」とあるのでそれな
らばクモの事はクモ屋さんに聞いてみようということになり、徳島県立
博物館の鈴木佑弥さんに訊ねたところ、間違いないとのこと。

また、2011年の愛媛県総合科学博物館研究報告第16号によると、高橋
幸雄氏のクモ図譜の中にもトリノフンダマシ、シロオビトリノフンダマ
シ、アカイロトリノフンダマシが出てくるが本種は無し。愛媛県レッド
データブックにも無し。

もしかして愛媛初記録かも？と思いながら写真をたくさん撮り、その
後カラムシの葉を入れた飼育パックに入れて眺めていたのですが、もと
もと昼間は草陰などで静止していて、夕方から活動を始めるそうなので、
足を縮めてひたすらじっとしている様子から、パックの上に紙を載せて
陰を作っておきました。

翌朝見ると、カラムシの葉とパックの壁の間に糸を張り、空中に浮か
んだように見えるのです。「良かった、生きていた」と思いましたが、
鈴木さんから「暑いと弱る」と教えてもらっていたので、パックを保護
する緩衝材を入れた箱にしまい、冷蔵庫へ。その後冷蔵便にて鈴木さん
に送りました。何かのお役に立てますように・・・。（法）

ナゲナワグモ科※
→現在はコガネグモ科
になっています

第3週ではないのでご注意を
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